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タイ国家経済社会開発庁（ＮＥＳＤＢ）は２００９年第２・四半期（４～６月）の実質国内総生産（ＧＤＰ）成長率（速報値）を

昨年同期比マイナス４．９％と発表しました。３四半期連続のマイナスとなったものの、第１・四半期のマイナス７．１％から

は２．２％改善しました。政府部門の投資拡大・輸出増等を背景に５四半期ぶりの改善となりました。 
部門別にみると、農林水産部門はコメ等の主要農作物の減産を受けマイナス２．７％に落ち込みました。非農林水産

部門は第１・四半期のマイナス８．１％からマイナス５．０％に改善しました。中でも製造業においてハードディスクドライブ

や石油製品等一部の工業製品の生産が上向いてきたことが寄与しています。建設業は、民間・政府部門の建設が加速

しており、２．５％のプラス成長に転じました。金融でも融資額増加を背景に５．６％伸びました。 
貿易においては、輸出額で前年同期比マイナス２０．７％と大幅減ですが、季節調整後の前四半期比では１．４％の増

加となりました。製品別に見ると、エレクトロニクス製品はマイナス３２．４％からマイナス２１．２％へ、電化製品はマイナス 

３０．４％からマイナス２０．６％へと、それぞれ著しく改善しました。輸入は前年同期比２７．３％減少となっています。 
為替相場は、今年第２・四半期の対米ドル・バーツの平均が１米ドル＝３４．７バーツとなり前四半期の３５．３バーツより

ドル安バーツ高となりました。 
内需については、投資では、民間部門が小幅改善しましたが、公共部門が前四半期のマイナス９．１％からプラス   

９．６％と急回復した結果、減少率は前四半期から縮小しマイナス１０．１％となりました。個人消費では、政府の景気刺激

策の成果および物価の下落等があった一方、タイ国内の政治の不安定、新型インフルエンザの流行等を理由に前四半

期とほぼ同水準でマイナス２．３％にとどまりました。政府支出は引き続きプラス成長を確保しており５．９％となりました。 
  ＮＥＳＤＢによると、下半期のタイ経済は政府部門の消費・投資の拡大や世界経済の回復によるタイの輸出好転等が

続き、今年第４・四半期からプラス成長に転じると見込まれています。しかし、輸出、民間消費と投資が大幅に収縮した上

半期の情勢を考慮すると、今年通年のＧＤＰ伸び率予測はマイナス３．５％～マイナス３．０％とされています。 
 
 
【部門別産業別ＧＤＰ伸び率】           （前年同期比増減％、速報値） 
  2008 年 2008 年 2009 年 2009 年 

  通年 第 1・四半期 第 2・四期期 第 3・四半期 第 4・四半期 第 1・四半期 第 2・四半期 上半期 

農林水産部門 5.0 3.1 8.6 9.6 1.6 3.4 ▲2.7 0.5 

非農林水産業部門 2.4 6.2 5.0 3.5 ▲4.9 ▲8.1 ▲5.0 ▲6.6 

   製造業 3.9 9.5 7.7 6.1 ▲6.7 ▲14.4 ▲8.4 ▲11.4 

   建設業 ▲4.7 1.1 ▲3.4 ▲4.5 ▲12.8 ▲7.9 2.5 ▲2.7 

   ホテル・レストラン業 1.6 9.2 5.9 0.3 ▲7.7 ▲6.0 ▲5.6 ▲5.8 

   運輸・通信業 ▲0.4 5.4 3.6 1.5 ▲10.6 ▲6.5 ▲7.6 ▲7.1 

   金融 8.1 10.2 8.8 8.0 5.5 4.0 5.6 4.8 

国内総生産（ＧＤＰ） 2.6 6.0 5.3 3.9 ▲4.2 ▲7.1 ▲4.9 ▲6.0 

 


